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青い国四国から
ブルーのYZライダーを応援します！
頑張れ! YAMAHAレーシング!!
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松山東松山東
全力応援!!

全日本モトクロス

注目ライダー直前インタビュー
グリーンクラブ&パーク神戸RT

横山遥希選手

開幕戦九州大会でクラス初&パーフェクトV。第2戦関東大会では
3勝目と2大会連続総合優勝。完全に波に乗りましたね?
去年チャンピオンを争った2人が抜けたので当然の順位だと思う
んですが、開幕戦で勝ったのは自信になりました。
雨の決勝で嫌なムードかなって思いましたが…。
以前は正直苦手でしたね。ただ、去年のオフからマディ対策に取
り組んできたので、その効果が出たのかなって。
怒らないでくださいね。あまり背が高くないじゃないですか?
別にいいですよ。実際小さいし。足も短いです（笑）。
不利と言うかライバルに対してハンデは感じていない？
そうですね。体重が軽い分スタートではメリットがあるし、轍の
あるコーナーとかは足が引っかからない分怪我もし難いから、逆
に優位性があるのかなって思ってます。
レース中、必ずって言っていいくらいジャンプを捻って飛ぶじゃ
ないですか。あれも身長と関係がある?
あれは低く遠くに飛ぶためにわざとやってるんです。もし高く上
がっちゃったらその分空中にいる時間が長くなって、加速できな
いじゃないですか。タイヤをできるだけ早く地面に接地させよう
とすると、自然にああなるんです。もちろん意識してやってます。
アメリカ育ちの逆輸入ライダーとして去年全日本にデビューして、
2年目の今年、体制的に変わったことは?
去年は実家で親と暮らしてたんですけど、神戸に引っ越して一人
暮らしを始めました。カワサキの地元にいることで、耐久テスト
にも呼んでもらってます。
プロライダーとして生活できているってこと?
一応そういうことになるんですかね。余裕は全然ないし、レース
してるとお金がかかるから、いつもカツカツですけど。
食事とかは？
基本自炊してます。外食ばかりだとお金が続かないし、栄養のバ
ランス的にも良くないと思うんで。
得意なメニューは？
カレーと野菜炒めかな。時々北原さんにも食べてもらってます。
その流れで、このコースの得意な所は？
見せ場のジャンプもそうですけど、できたらコーナーを見て欲し
いですね。特に荒れてきたら、他のライダーと違うラインを取る
ことが多くなると思うので。
応援も多くなったでしょ？
嬉しいですね。ここはカワサキの人も大勢来てくれると思うので、
しっかり結果を残したいですね。スタート前とかレース中とか、
ぜひ声援を送ってください。ポスターはないけど、帽子とかTシ
ャツとかにサインします。いつでも気軽に声をかけてください!!

「小ささだって武器になる
攻めの走りを見てください!」

IA2 #386IA2 #386

　今季ウィメンズ世界選手権に挑戦している LMX ディフェンディングチャンピオン畑尾樹璃選手
の取材で、3月30～31日のオランダGPに続き、5月18～19日に行われたポルトガルGPに行っ
て来ました。オランダGPでは日本にはないディープサンドコースに苦戦し、ポイント獲得まであと一歩
に終わった畑尾選手ですが、ポルトガル GP では混戦の中最後まで粘りの走りを見せ 14-15 位
で両ヒート入賞。総合 14位、ランキングも21位に食い込むことができました。
　単身ドイツにホームステイしながら世界にチャレンジしている畑尾選手ですが、金曜日に一旦帰国
しこの会場に来るとのこと。見かけたらぜひ「頑張って!」と声をかけてあげてくださいね。
　アメリカでは富田俊樹、古賀太基、渡辺祐介選手らが参戦するAMA MXも開幕。その情報も
合わせ現在フリーマガジンMXING+PLUS19Vol.1を鋭意制作中です。どうぞお楽しみに !!

「MXING+PLUS19Vol.1は6月中旬発行予定です。」

第1戦九州大会　4月13-14日
熊本県／HSR九州 天候:曇りのち雨
　土曜日は快晴、日曜日は曇りのち雨
で路面コンディションはドライからウエ
ットに変化。IA1第1ヒートは好スタート
を決めた山本が安定したペースで独走
し開幕V。スポット参戦の富田が星野優
位をパスし2位。中段から追い上げた
ディフェンディングチャンピオン成田が
地元の深谷、岡野らをパスし3位に浮
上、ホンダのホームコースでTeam 
HRCの3人が開幕ヒートの表彰台を独
占した。第2ヒートも山本がスタートか
ら独走。山本が全ラップ1位というパー
フェクトVを達成した後方では、成田と
富田がバトルを繰り広げ富田が転倒。
成田が2位、星野優位が3位表彰台を
獲得した。
　IA2クラスは横山がスタート直後か
らの激しい混戦を抜け出してトップに
躍り出ると、後半もハイペースを維持し
全日本初&開幕優勝を達成。大倉が2
位。1年ぶりに全日本に復帰した平田
が3位表初代を獲得。IA2第2ヒートは
勢いに乗った横山がスタートから逃げ
切ってこちらもパーフェクトV。2位争い
は平田が先行し大倉が3位。

第2戦関東大会　5月11-12日
埼玉県／オフロードヴィレッジ 天候:晴れ
　IA1第1ヒートは抜群のスタートを決
めた小方が一気にリードを広げ今季初
V。星野優位が2位、深谷が3位表彰台
を獲得。スタートで出遅れた成田は5位、
直前に手の小指を脱臼した山本は小
島に次いで7位。第2ヒートは成田が先
行し小方と山本が成田を追う展開に。
互いに牽制し合ったまま膠着したトップ
争いは、終盤山本がしかけて小方をパ
スすると一旦は山本が成田の前に。し
かし成田も譲らず最終ラップにもつれ
込んだ攻防で、山本のインに割って入
った成田と山本が接触し山本が転倒。
成田が再逆転で今季初、通算156勝目
をマーク。小方が2位。山本転倒の隙に
前に出た星野優位が3位。山本は4位
でチェッカーを受けた。
　IA2クラス第1ヒートは、ベテランらし
い巧みなレース運びを見せた平田が上
位ラーダーを次々抜き去って復帰後初
優勝をマーク。大倉が2位。後方から追
い上げた横山が3位表彰台を獲得。
IA2第2ヒートは序盤トップに立った横
山が今季3勝目。内田が2位、石浦が3
位で全日本初表彰台を獲得した。

100%回復したら
復帰します!

IB Open Ranking
1位 215 中島 漱也 (Y) 94、2位 4 佐野 雄太 (K) 92、3位 1 小笠原 大貴 (Y)66、4位 12 村野 晟弥 (K) 53、5位 34 袴田 哲弥 (Y) 46
6位 6 矢野 大介 (Y) 41、7位 18 西岡 顕心 (Y) 40、9位 7 佐々木 優 (S) 40、4位 9 牟田口 侑大 (H) 35、10位 31 上原 巧 (S)  35
LMX Ranking
1位 6 本田 七海 (Y) 47、4位 5 久保まな (Huq) 43、3位 4 竹内 優菜 (H) 40、4位 2 川井 麻央 (H) 38、5位 10 小野 彩華 (H) 33
6位 7 勝股 七海 (H) 30、7位 18 雨宮 舞美 (K) 26、8位 21 川井 実乃里 (S) 24、9位 14 神田橋 芽(K) 21、10位 11 半田 こはく (K) 21

   順位   No.  ライダー             マシン               チーム                                       Rd.1九州    Rd.2関東    Total
 1位 114 成田 亮 (H) CRF450RW Team HRC 3 ／ 2 5 ／ 1 83
 2位 1 山本 鯨 (H) CRF450RW Team HRC 1 ／ 1 7 ／ 4 82
 3位 166 星野 優位 (Y) YZ450F レーシングチーム鷹 5 ／ 3 2 ／ 3 78
 4位 4 小方 誠 (K) KX450F-SR Kawasaki Team GREEN 9 ／ 14 1 ／ 2 66
 5位 8 岡野 聖 (Y) YZ450F フライングドルフィン サイセイ 4 ／ 7 4 ／ 5 66
 6位 51 深谷 広一 (S) RM-Z450 Team SBE 6 ／ 5 3 ／ 7 65
 7位 793 池谷 優太 (KT) 450SX-F KTMうず潮レーシング福山 10 ／ 6 10 ／ 6 52
 8位 44 小島 庸平 (H) CRF450R Bells Racing/SoCalMXTF 7 ／ 10 6 ／ 10 51
 9位 155 大塚 豪太 (H) CRF450R T.E.SPORT 8 ／ 11 8 ／ 9 48
 10位 6 星野 裕 (H) CRF450R TEAM HAMMER 12 ／ 13 9 ／ 8 42
 11位 322 横澤 拓夢 (H) CRF450R Team TARGET 11 ／ 8 11 ／ 14 40
 12位 718 富田 俊樹 (H) CRF450RW Team HRC 2 ／ 4  ／  40
 13位 46 小林 秀真 (S) RM-Z450 SRMマウンテンライダーズ 13 ／ 9 14 ／ 13 35
 14位 41 北原 岳哲 (K) KX450F グリーンクラブ&パーク神戸RT 15 ／ 15 12 ／ 11 31
 15位 45 安原 志 (K) KX450F グリーンクラブ八尾カワサキ ANNEX 16 ／ 12 13 ／ 12 31
 16位 23 長門 健一 (H) CRF450R Team Sakurai with WAKI Racing 14 ／ 16 15 ／ 15 24
 17位 24 道脇 白龍 (H) CRF450R TEAM KOHSAKA 17 ／ 19 17 ／ 17 14
 18位 25 川口 尚希 (S) RM-Z450 SRF関東オートショップ清水 18 ／ 20 16 ／ 18 12
 19位 26 白石 翔也 (Y) YZ450F Y'sレーシング 19 ／  18 ／ 16 10
 20位 19 宗本 駿真 (Y) YZ450F SP忠男広島 20 ／ 17 19 ／ 19 9
 21位 77 鈴木 涼太 (H) CRF450R TEAM STW 21 ／ 18  ／  3
 22位 62 小林 雅裕 (Y) YZ450F KAMON Racing 20 ／ 20  ／  2
             
                          
   順位   No.  ライダー             マシン               チーム                                       Rd.1九州    Rd.2関東    Total
 1位 386 横山 遙希 (K) KX250F グリーンクラブ&パーク神戸RT 1 ／ 1 3 ／ 1 95
 2位 81 平田 優 (Y) YZ250F Team abe-G 3 ／ 2 1 ／ 4 85
 3位 36 大倉 由揮 (Y) YZ250F YAMALUBE RACING TEAM with TEAM KOH-Z 2 ／ 3 2 ／ 6 79
 4位 38 内田 篤基 (S) RM-Z250 Team SSC 5 ／ 4 5 ／ 2 72
 5位 40 大城 魁之輔 (H) CRF250R Bells Racing/SoCalMXTF 4 ／ 7 8 ／ 9 57
 6位 954 石浦 諒 (H) CRF250R GOSHI Racing 8 ／ 22 7 ／ 3 47
 7位 58 鈴村 英喜 (H) CRF250R TEAM HAMMER 11 ／ 18 6 ／ 7 42
 8位 42 浅井 亮太 (Y) YZ250F bLU cRU フライングドルフィン サイセイ 7 ／ 13 4 ／ dnf 40
 9位 02 川上 龍司 (Y) YZ250F bLU cRU TEAM エムFACTORY 6 ／ 6 15 ／ dnf 36
 10位 43 道脇 右京 (H) CRF250R TEAM KOHSAKA with CARVEK 13 ／ 10 19 ／ 8 34
 11位 55 鴨田 翔 (S) RM-Z250 SRMマウンテンライダーズ 16 ／ 27 9 ／ 10 28
 12位 54 森 優介 (H) CRF250R Team ITOMO 10 ／ dnf dnf ／ 5 27
 13位 52 渡辺 陵 (Y) YZ250F bLU cRU チーム ピットイン 14 ／ 21 10 ／ 12 27
 14位 49 手操 将志 (S) RM-Z250 SRMマウンテンライダーズ 15 ／ dnf 11 ／ 13 24
 15位 48 大木 汰一 (K) KX250F グリーンクラブ ライムグリーンRT 9 ／ dnf 16 ／ 17 21
 16位 01 岸 桐我 (Y) YZ250F TEAM KOH-Z dns ／ 17 12 ／ 16 18
 17位 66 瓜生 大喜 (Y) YZ250F bLU cRU レーシングチーム鷹 18 ／ 8 20 ／ 23 17
 18位 14 斉藤 嵩 (S) RM-Z250 SRF関東オートスポーツ清水&株式会社TKS  ／  14 ／ 11 17
 19位 37 鳥谷部 晃太 (Y) YZ250F YAMALUBE RACING TEAM エムFACTORY dnf ／ 5  ／  16
 20位 47 平山 力 (K) KX250F グリーンクラブRC弘前&TSF dnf ／ 9 17 ／ dnf 16
 21位 04 西條 悠人 (K) KX250F グリーンクラブ ピュアテックレーシング 12 ／ 14  ／  16
 22位 61 町田 旺郷 (Y) YZ250F レーシングチーム鷹 17 ／ 11  ／  14
 23位 09 室井 政伸 (Y) YZ250F タケザワOFC 23 ／ 16 23 ／ 14 12
 24位 57 高橋 虎支郎 (K) KX250F グリーンクラブ ジュニアライダース 24 ／ 12  ／  9
 25位 56 西垣 魁星 (Y) YZ250F レーシングチーム鷹 dnf ／ dns 13 ／ 26 8
 26位 62 佐々木 麗 (Y) YZ250F bLU cRU Y's RACING 21 ／ 15 27 ／ 19 8
 27位 64 高原 秋斗 (S) RM-Z250 SRF Team SBE 19 ／ 19 18 ／ 20 8
 28位 68 土屋 元希 (K) KX250F グリーンクラブ京都ボブキャット  ／  24 ／ 15 6
 29位 08 齋藤 健太 (S) RM-Z250 SRF関東オートスポーツ清水  ／  26 ／ 18 3
 30位 76 竹野 拓実 (H) CRF250R Team Sakurai with WAKI Racing 25 ／ 20  ／  1
 31位 919 石浦 優 (H) CRF250R ROYAL GARAGE 20 ／ 23  ／  1

　前回関東大会で今季初優勝を
マークし、自身が持つ通算最多記録
を 156 に伸ばしたディフェンディング
チャンピオン成田 亮選手。表彰台で
彼が決まって口にするのは「みんな
の応援があったから最後まで頑張れ
た」と言う感謝の言葉です。
　見た目以上に体力を必要とする
モトクロスですが、誰もが全力で戦っ
ているからこそ、最後に勝敗を分ける
のはメンタルの強さだったりします。そ
の気持ちを支えるのが仲間やコース
サイドの応援。ヘルメットとゴーグルの
中の表情はなかなか見ることができ
ませんが、ライダーたちは自分への応
援を探し、エネルギーに変えています。
　競技人口が多いこともあり、開幕
から関東勢が強さを見せつけてはい
ますが、地元で一花咲かせようと気
合いを込める地元ライダーにも、ぜひ
注目してください。
　年に１戦だけとなってしまった中国
大会、特に期待される地元ライダーと
言えば、今季マシンをカワサキからホ
ンダにスイッチした IA1 の星野 裕選
手（#6/ホンダ）が福山市出身で実
家は無憂館という有名な鮎の佃煮
屋さん。IA 昇格と同時にこのクラス
に挑戦している長門健一選手
（#23/ ホンダ）は広島市東区出身。
昨年肩の怪我で後半戦を欠場。よう
やくスタートラインに戻ってきた長門選
手は、焼鳥屋さんでアルバイトをしな
がらこの大会に備えて来ました。また
国内最高峰クラス 2 年目のシーズン
を迎えた宗本駿真選手（#19/ ヤマ
ハ）は岡山県赤磐市在住。IA2クラ
スの田村和暉選手（#75/ホンダ）は
岡山県笠岡市のライダー。地方選手
権からIA 昇格を果たした田村選手
は倉敷芸術科学大学の 3 年生で、
勉学とモトクロスの文武両道を実践
中。竹野拓実選手（#76/ホンダ）は
広島県大竹市のライダーです。
　名前と出身が記載された公式プ
ログラムをチェックして、地元ライダー
への熱い応援をぜひお願いします。

IA1 #6 星野 裕選手
今シーズン所属チームとメーカーが変わりました。

開幕戦九州は全然上手く走れなかったけど、今回地元ですごく調子がいい。
スタートから前に出て、目立つ走りで結果を残します!!

IA1 #114 成田 亮選手
前回の関東大会、走りは決して良くなかったんですが、
中年になってもお腹が出ても、まだまだやれます!!

IA1 #331 新井宏彰選手
開幕前のテストで怪我をして残念ですが今回も欠場になります。

100%勝てる状態に戻して復帰しますので、その時は期待してください。
IA1 #400 山本 鯨選手

1戦1戦、今の自分にできるベストを尽くすだけです。
IA1 #19 宗本駿真選手

IA1今年で2年目。去年よりは前の方を走って少しでも目立ちたい。
まだまだ表彰台は難しいけど、入賞を目標に頑張ります!

IA1 #23 長門健一選手
去年の怪我がまだ完治してなくて、予選はともかく決勝は途中きつくなるんです。

でも地元ですからね。その中でベストを尽くします。
得意なスタートを決めて、行けるところまで引っ張ってみせます。

IA2 #75 田村和暉選手
倉敷の大学で鍼灸の勉強しながらレースしています。

地方選からIAに上がってまだポイント取れてないんですが、
地元で1番乗り込んでるコースだし、楽しんでもらえる走りをします。

予選突破とポイント獲得が目標です!
IA2 #85 田中教世選手

お店のお客さんにオフも好きになってもらいたくて
久しぶりに全日本に出ることになりました。
レースを盛り上げたいけど、予選通れるかなぁ!

わしら中国勢の活躍に期待
地元選手を応援してくんさい!!

レース直前、地元ライダーからの一言メッセージ
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